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住環境計画研究所 何 清怡

九州大学人間環境学研究院 住吉 大輔

１. 背景・目的
日本の排出量の33%は住宅・建築物の使用に由来し、節約的な使い方で最大50%の削減が可能である一方、浪費的

な使い方で89%増加することが分かっている。

本研究は、人々の意識がエネルギー消費行動に与える影響を分析し、意識の変化が建物のエネルギー削減につながるか

を検証することを目的とする。最終目標は、意識の影響をシミュレーションするツールを構築することである。

意識の変化 行動の変化

エネルギー使用
量の変化

2. 方法
(1)本研究の概念モデルは、Icek Ajzenらによる計画的行動理論（TPB）モデルと、
Tianzhen HongらによるDNAsフレームワークに基づいており、下図の図1に示されて
いる。
(2)本研究では、理論モデルに基づいてアンケートを設計しました。アンケートを通じて
行動や意識に関するデータを収集し、数学モデル（回帰モデル）を構築した。その後
のシミュレーションでは、数学モデルを用いて意識が行動に与える影響をシミュレーショ
ンした。

図1  概念モデル

3.1. エージェントと行動の意思決定フレームワーク

図２好みの温度割合と満足度の分布

シミュレーションの
初期化と開始

時間ステップ
T+1

設定温度
を計算

設定温度を出力
Export 

data

空調オ
フ

Yes

No

空調温度変更の確率を
計算

Yes

No

設定温度
が変更さ
れたか

現在の時間
（T）は勤務
時間内か

温度に基づく満足度の
計算

時間 = 勤
務終了時

刻

シミュレーショ
ンの初期化と開

始

時間 = 勤
務開始時刻

照明オン& 
消費 + 1

時間 + 1

T = 退室時
間（ランダ
ムで1時間）

照明を消す
確率を計算

時間 = 
24

照明オフ& 消費 + 
0

照明を消す
確率を計算

シミュレーション
完了 & データをエ

クスポート

照明オン& 消費
+ 1 , 時間 + 1

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

オフィス内のエリアに基づく照明
利用のシミュレーション

退室後の照明利用をシミュレーション

図4 人々の照明意思決定行動
のシミュレーション過程

2人オフィス 10人オフィス 20人オフィス

Case
1日あたりの平均エネル
ギー消費量（kWh）

Case
1日あたりの平均エネル
ギー消費量（kWh）

Case
1日あたりの平均エネルギー

消費量（kWh）
Case1 6.4 Case4 14.68 Case7 22.82

Case2 5.71 Case5 12.31 Case8 21.56

Case3 4.06 Case6 7.87 Case9 15.81
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3.2. Simulation tools シミュレーションツール

空調行動 照明行動

冷房負荷

ツール：NetLogo

ツール：Energyplus 

行動パターン
のCSVを出力

NetLogoを用いて行動をシ
ミュレーションした。行動パタ
ーンのCSVを出力した後、
EnergyPlusに取り込み、空
調の夏季冷房負荷をシミュ
レーションする。

項目 パラメータ Specifications

気象データ 福岡県（日本）
内部発熱 1人あたりの照明の消費電力 90W/人*2)

電気機器 7.64 W/ ㎡*3)

制御パラメータ シミュレーション期間 7月1日～7月30日
室内冷房温度 空調温度シミュレーション結果
照明スケジュール 照明シミュレーション結果
COP（Coefficient of Performance） 3 *3)

*note: 1) Xymax Real Estate Research Institute. Office Space per Person Survey (2022) Available online: https://soken.xymax.co.jp/2023/01/20/2301-office_space_per_person_2022/.; 2)日本産
業規格 (JIS) 照明規定; 3) EnergyPlus Default setting

4. Summary まとめ

夏季冷房負荷は図と表に示されているとおり、低意識グループが最も多
く消費し、2人オフィスで約6.4kWh、10人オフィスで約14.68kWh、20人
オフィスで約22.82kWhと、 中・高意識グループより大幅に多い結果であ
る

本研究では、環境心理学を活用し、アンケート調査データを
基に日本のオフィスにおける空調使用習慣のシミュレーションシ
ステムを構築した。空調と照明の行動をシミュレーションし、最
終的にその行動データを冷房負荷シミュレーションに導入した。
その結果、環境意識の向上が省エネに大きく貢献し、特に低
意識グループへの改善が持続可能なエネルギー削減に重要で
あることが示された。本研究は、脱炭素化目標に貢献し、省エ
ネ行動の促進に役立つと考えられる。
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3.シミュレーションシステム

エアコン行動：
快適温度は、アンケートによる温度の好み
を基に分布を用いてモデル化されている。
（図２）
年齢、意識、部屋人数、温度の好みがエ
アコンの温度調整に与える影響を線形回
帰モデルで分析した。（図3 ）

YINT = 

b1+aXATT+bXSN+cXPBC+dXPMN+eXDN+fXEPK     (1)

P = b2 + gYINT + hXAge + iXPeople             (2)

XATT～XEPK :環境意識 YINT :行動意図 XAge :年齢
 XPeople :部屋人数 P :温度を調整する行動の確率

照明行動：
照明行動シミュレーションの意思決定フ
レームワークも、回帰モデルに基づいて構
築された。（図4 ）
YINT = 

1+aXATT+bXSN+cXPBC+dXPMN+eXDN+fX

EPK （1）
PB1 = 2 + gYINT                                                     （2）
PB2 = 3 + gYINT                                                     （3）

XATT～XEPK :環境意識 YINT :行動意図
 PB1 行動の確率（部屋を最後に出るときは照明を消す。）

PB2 :行動の確率（オフィスでは、人がいる場所だけ、照明を点灯す
るようにしている。 ）

4. 結果

Case1 意識レベル：低; 部屋面積: 24㎡

Case2 意識レベル：中; 部屋面積: 24㎡

Case3 意識レベル：高; 部屋面積: 24㎡

Case4 意識レベル：低; 部屋面積: 120㎡

Case5 意識レベル：中; 部屋面積: 120㎡

Case6 意識レベル：高; 部屋面積: 120㎡

Case7 意識レベル：低; 部屋面積: 240㎡

Case8 意識レベル：中; 部屋面積: 240㎡

Case9 意識レベル：高; 部屋面積: 240㎡

2人オフィス 10人オフィス 20人オフィス

4.1. シミュレーション設定

4.2. シミュレーション結果
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